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①ジョージ・レイコフ（George P. Lakoff, 1941－ ）：アメリカの言語学者。認知言語学の創設者の一人であ
り、特に、従来文章技巧の問題として言語学からは周辺的な現象として扱われてきたメタファーを、
日常の言語活動に必須の認知能力（概念メタファー）として捉え直したことで有名である。マーク・
ジョンソン（Mark Johnson）との共著 『レトリックと人生（Metaphors We Live By）』（1980）で、「議論
は戦争である」「良いことは上である」「考えは食べ物である」などのメタファーのパターンが日常言



















































































                                        
① スキーマとは同じ物事を指すほかの表示よりも概略的で詳細を省いた記述がされている意味，音韻、
もしくは象徴構造を指す。（辻 2002：第 124 頁） 
② 松本曜．認知意味論［M］．東京：大修館書店．2003．第 101 頁 
③ イメージとは一般に脳内において生成・記憶・想起される表象のことで、視覚、聴覚、味覚、臭覚、
触覚，体勢感覚など様々な感覚様相ないし感覚モダリティによって構成される言語以外の内的表象の
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